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償還報告書（全体版） 

[繰上償還] 

バランス・タイプ 
（ミリオン） 

 

 
 

信託終了日：2019年４月22日 
 

 

 

受益者のみなさまへ 
 

平素は格別のご愛顧を賜り厚く御礼申し上げます。 

さて、「バランス・タイプ（ミリオン）」は、約款の

規定に基づき、先般ご案内申し上げました予定通り、

４月22日に繰り上げて償還させていただきました。

ここに謹んで運用経過と償還内容をご報告申し上げ

ます。 

今後とも引き続きお引き立て賜りますようお願い

申し上げます。 

 

当ファンドの仕組みは次の通りです。 

商品分類 追加型投信／内外／資産複合 

信託期間 
2019年４月22日［当初、無期限］まで（1987年
11月27日設定） 

運用方針 
ファミリーファンド方式により、信託財産の
成長と安定した収益の確保を目指して運用を
行います｡ 

主要運用対象 

ベ ビ ー 
ファンド 

ミリオン・インデックス・マザー
ファンド受益証券および内外の
公社債 

マ ザ ー 
ファンド 

日経平均株価に採用された銘柄 

運用方法 
日経平均株価に連動した投資成果を目指す中
での売買益獲得に加え、公社債への投資によ
る安定した利息等収益の確保をはかります｡ 

主な組入制限 

ベ ビ ー 
ファンド 

・マザーファンドへの投資は、当
ファンドの純資産総額の70％
未満とします｡ 

・株式以外の資産への実質投資
は、原則として信託財産総額の
75％以下とします｡ 

・外貨建資産への投資は、当ファ
ンドの純資産総額の30％以内
とします｡ 

マ ザ ー 
ファンド 

・株式以外の資産への投資は、原
則として信託財産総額の50％
以下とします。 

分配方針 

毎年11月７日（休業日の場合は翌営業日）に
決算を行い、収益分配方針に基づいて分配を
行います。分配対象額の範囲は、経費控除後
の配当等収益と売買益（評価益を含みます。）
等の全額とします。利子・配当収入を中心に
基準価額水準・市況動向等を勘案して、分配
金額を決定します。(ただし、分配対象収益が
少額の場合には分配を行わない場合もありま
す｡) 
 

  
※ 当ファンドは、課税上、株式投資信託として取り扱われます。 
 

 

 分配金額の決定にあたっては、信託財産の
成長を優先し、原則として分配を抑制する
方針とします。（基準価額水準や市況動向等
により変更する場合があります。） 
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バランス・タイプ（ミリオン）

本資料 の表記にあたって  

・原則として、各表の数量、金額の単位未満は切捨て、比率は四捨五入で表記しておりますので、表中の個々の数字の合
計が合計欄の値とは一致しないことがあります。ただし、単位未満の数値については小数を表記する場合があります。 

・－印は組入れまたは売買がないことを示しています。 

 

○最近５期の運用実績 
 

決 算 期 
基 準 価 額 

（ 参 考 指 数 ） 
日 経 平 均 株 価 

（ 参 考 指 数 ） 
NOMURA-BPI国債 中期 株  式 

組入比率 
株  式 
先物比率 

債  券 
組入比率 

純 資 産 
総 額 

(分配落) 
税 込 み 
分 配 金 

期 中 
騰 落 率 

 
期 中 
騰 落 率 

（３年以上 
７年未満） 

期 中 
騰 落 率 

 円 銭 円 ％ 円 ％  ％ ％ ％ ％ 百万円 

28期(2015年11月９日) 10,279    5 8.0 19,642.74 16.4 339.40 0.6 46.8 6.7 43.4 119 

29期(2016年11月７日) 9,590    5 △ 6.7 17,177.21 △12.6 343.10 1.1 46.3 3.9 48.2 108 

30期(2017年11月７日) 11,051    5 15.3 22,937.60 33.5 341.69 △0.4 47.0 5.9 46.4 111 

31期(2018年11月７日) 10,857    5 △ 1.7 22,085.80 △ 3.7 340.94 △0.2 50.1 1.9 47.2 87 

(償還時) (償還価額)           

32期(2019年４月22日) 10,867.98 － 0.1 22,217.90 0.6 342.05 0.3 － － － 79 
 

（注） 基準価額の騰落率は分配金込み。 

（注） 基準価額動向の理解に資するため、参考指数を掲載しておりますが、当ファンドのベンチマークではありません。 

（注） 「日経平均株価」に関する著作権、知的所有権その他一切の権利は日本経済新聞社に帰属します。日本経済新聞社は本商品を保証する

ものではなく、本商品について一切の責任を負いません。 

（注） NOMURA-BPI国債 中期（３年以上７年未満）とは、野村證券株式会社が発表しているわが国の残存期間３年から７年の国債で構成され

ている国債パフォーマンスインデックスで、NOMURA－BPI国債のサブインデックスです。当該指数の知的財産権およびその他一切の権

利は同社に帰属します。なお、同社は、当該指数の正確性、完全性、信頼性、有用性、市場性、商品性および適合性を保証するもので

はなく、当該指数を用いて運用されるファンドの運用成果等に関して一切責任を負いません。 

（注） 株式組入比率には、新株予約権証券を含めて表示しております。 

（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「株式組入比率」、「株式先物比率」は実質比率を記載しております。 

（注） 「株式先物比率」は買建比率－売建比率。 
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バランス・タイプ（ミリオン）

○当期中の基準価額と市況等の推移 

年 月 日 
基 準 価 額 

（ 参 考 指 数 ） 
日 経 平 均 株 価 

（ 参 考 指 数 ） 
NOMURA-BPI国債 中期 株   式 

組入比率 
株   式 
先物比率 

債  券 
組入比率 

 騰 落 率  騰 落 率 
（３年以上 
７年未満） 

騰 落 率 

(期  首) 円 銭 ％ 円 ％  ％ ％ ％ ％ 

2018年11月７日 10,857    － 22,085.80 － 340.94 － 50.1 1.9 47.2 

11月末 10,921    0.6 22,351.06 1.2 341.33 0.1 50.5 1.9 46.9 

12月末 10,329    △4.9 20,014.77 △9.4 342.19 0.4 48.1 1.4 49.7 

2019年１月末 10,512    △3.2 20,773.49 △5.9 342.37 0.4 49.2 1.5 48.8 

２月末 10,658    △1.8 21,385.16 △3.2 342.31 0.4 46.5 1.0 51.8 

３月末 10,650    △1.9 21,205.81 △4.0 343.01 0.6 46.3 1.7 52.9 

(償還時) (償還価額)         

2019年４月22日 10,867.98 0.1 22,217.90 0.6 342.05 0.3 － － － 
 

（注） 騰落率は期首比。 

（注） 株式組入比率には、新株予約権証券を含めて表示しております。 

（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「株式組入比率」、「株式先物比率」は実質比率を記載しております。 

（注） 「株式先物比率」は買建比率－売建比率。 
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バランス・タイプ（ミリオン）

運用経過
第１期～第32期：1987年11月27日～2019年４月22日

設定来の基準価額等の推移について

基準価額等の推移
（円） （百万円）

設定時 1995/11/29 2004/１/14 2012/３/７ 信託終了日
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純資産総額：右目盛

基準価額：左目盛分配金再投資基準価額：左目盛

第 １ 期 首 10,000円
第 3 2 期 末 10,867.98円
既払分配金 215円
騰 落 率 11.3％

（分配金再投資ベース）

※分配金再投資基準価額は、分配金が支払われた場合、収益分配金
（税込み）を分配時に再投資したものとみなして計算したもので、
ファンドの運用の実質的なパフォーマンスを示すものです。
※実際のファンドにおいては、分配金を再投資するかどうかについ
ては、受益者のみなさまがご利用のコースにより異なります。ま
た、ファンドの購入価額により課税条件も異なります。従って、
各個人の受益者のみなさまの損益の状況を示すものではない点に
ご留意ください。

バランス・タイプ（ミリオン）
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バランス・タイプ（ミリオン）

基準価額の主な変動要因

償還価額は設定時に比べ11.3％（分配金再投資ベース）の上昇
となりました。

基準価額の動き

日本銀行の緩和的な金融政策により、国内金利が低下したこと。
2012年後半以降、日銀の大規模金融緩和によるインフレ期待の
上昇や、世界的な景況感の改善、円安・ドル高の進行などを背景
に日経平均株価が上昇したこと。

上昇要因

1990年からのバブル景気の後退により、日経平均株価が大幅に
下落したこと。

下落要因

※基準価額、分配金再投資基準価額については、入手し
得る1990年５月１日から、純資産総額については、
入手し得る1997年５月30日から1999年４月30日ま
では月末、５月１日以降は日々のデータを掲載してい
ます。

※分配金再投資基準価額は、1990年５月１日を起点と
して指数化しています。

バランス・タイプ（ミリオン）
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バランス・タイプ（ミリオン）

国内株式市況
設定時から1989年終わりにかけて、日銀
の緩和的な金融政策などを背景に日経平
均株価（以下、日経平均といいます。）は
ほぼ一貫して上昇を続けました。
1990年に入り、日銀の公定歩合引き上げ
など急速な金融引き締めの影響が現われ
はじめると信用収縮が進み、バブル景気
の後退とともに日経平均は大幅に下落し
ました。その後、政府の財政出動など景
気対策により日経平均が上昇する場面も
あったものの、不良債権問題や大手金融
機関の破綻といった金融システム不安が
高まったことなどが下値圧力となりました。
2000年にかけては、日銀がゼロ金利政策

第１期～第32期：1987年11月27日～2019年４月22日

投資環境について

国内株式市況の推移（設定時を100として指数化）

設定時 1996/１/９ 2004/２/24 2012/４/17 信託終了日
0

50
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日経平均株価

を採るなど緩和的な金融環境が継続する
なか、インターネットの普及などを端緒
としてハイテク企業が牽引役となり、日
経平均は戻りを試す展開となったものの、
ＩＴバブル崩壊によって再び下値模索の
展開となりました。
2003年から2007年半ばにかけては、世
界的な景況感の回復などを背景に日経平
均は上昇基調となったものの、その後は
米国のサブプライムローン問題が顕在化
したことなどから徐々に上値が重くなり
ました。2008年９月には、米大手投資銀
行リーマン・ブラザーズが経営破綻した
ことを端緒として急速な信用収縮が進み、
世界的な金融危機となり日経平均は大幅
に下落しました。
2009年半ば以降、日経平均は底値圏を脱
したものの、過度な円高・ドル安水準や
世界的な景況感の悪化が企業収益に影響
したほか東日本大震災などが重しとなり、
日経平均はほぼ横ばい圏で推移しました。
2012年後半以降、日銀の大規模金融緩和
によるインフレ期待の上昇や、世界的な
景況感の改善、円安・ドル高の進行など
好材料が重なり、日経平均は大幅に上昇
しました。

バランス・タイプ（ミリオン）
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バランス・タイプ（ミリオン）

国内債券市況の推移（設定時を100として指数化）

設定時 1996/１/９ 2004/２/24 2012/４/17 信託終了日
50

100

150

200

250

300

NOMURA-BPI国債 中期（３年以上７年未満）

当ファンドの参考指数は、日経平均株価、NOMURA-BPI国債 中期（３年以上７年未満）です。

※ 設定時から1993年９月30日までは月末、10月１日以降は
日々のデータを掲載しています。

国内債券市況
設定時から1988年半ばにかけて、プラザ
合意後の円高不況への対応として日銀が
金融緩和を続けたことなどからNOMURA-
BPI国債 中期（３年以上７年未満）は上
昇したのち、バブル景気の拡大に伴って
金融引き締め方向に舵を切ると軟調に転
じました。
1990年半ば以降、バブル崩壊による経済
の減速などを背景に日銀が公定歩合の引
き下げを続けたことやゼロ金利政策、量
的緩和政策の導入など緩和的な金融環境

が続いたこと、継続的な景況感の停滞か
ら国内物価が持続的に下落したことなど
から2003年半ばにかけて、NOMURA-
BPI国債 中期（３年以上７年未満）は堅
調に推移しました。
2003年半ば以降、株価の回復や量的金融
緩和政策の解除などを背景に、NOMURA-
BPI国債 中期（３年以上７年未満）は一
時下落するなど、一進一退の推移となり
ました。
2007年半ば以降、サブプライムローン問
題により米国を発端とする金融危機が発
生し、投資家のリスク回避姿勢が強まっ
たことからNOMURA-BPI国債 中期（３
年以上７年未満）は上昇しました。その
後も、東日本大震災発生に伴う国内マク
ロ環境の悪化や2012年後半以降の日銀の
金融緩和政策を受けてNOMURA-BPI国債 
中期（３年以上７年未満）は堅調に推移
しました。
2016年半ば以降、世界的な景気回復期待
が高まったことなどを背景にNOMURA-
BPI国債 中期（３年以上７年未満）は上
値の重い展開となりました。

バランス・タイプ（ミリオン）
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バランス・タイプ（ミリオン）

当該投資信託のポートフォリオについて

バランス・タイプ（ミリオン）
当ファンドは、信託期間を通じてミリオン・インデックス・マザーファンドに50％程度投資
し、残る40～60％程度をわが国の公社債等に投資して、安定した収益の確保を図った運用
を行いました。

第32期は、上記の運用を維持し、繰上償還に向け2019年４月16日に保有資産の売却を開始
し、安定運用に切り替えました。

ミリオン・インデックス・マザ－ファンド
マザーファンドの運用については、信託期間を通じて投資成果をできるだけ日経平均に連動
させるため、原則として日経平均採用銘柄の中から200銘柄以上に等株数（みなし額面調整
後）投資を行い、一部日経平均先物を利用しながら株式の組入比率を高位に保ちました。ま
た、日経平均採用銘柄の入れ替え等に伴い現物株式の売買を行いました。
マザーファンドの組入比率については現物株式をおおむね85％以上組み入れ、さらに日経平
均先物を買い建てることにより、実質株式組入比率をほぼ100％に維持するように調整しま
した。

バランス・タイプ（ミリオン）
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バランス・タイプ（ミリオン）

右記のグラフは第32期を掲載しています。
当ファンドの運用の目標となるベンチマークを設けてお
りません。右記のグラフは当ファンド（ベビーファン
ド）の基準価額と参考指数①日経平均株価、参考指数②
NOUMUA-BPI国債 中期（３年以上７年未満）の騰落率
との対比です。
なお、設定来の基準価額は11.3％（分配金再投資ベー
ス）の上昇、参考指数①は4.5％の下落、参考指数②は
144.6％の上昇となりました。

（％）

2018/11/７ ～ 信託終了日
0.0

0.2

0.4

0.6

0.8
ファンド
参考指数①
参考指数②

基準価額と参考指数の対比（騰落率）

分配金について
収益分配金につきましては、利子・配当収入を中心に基準価額水準、市況動向等を勘案し、第１
期から第２期までは各５円、第３期から第14期までは各10円、第15期から第31期は各５円の
分配とさせていただきました。
信託期間中、累計で215円の分配を行わせていただきました。

償還価額

バランス・タイプ（ミリオン）
償還価額は、10,867円98銭となりました。
信託期間中はご愛顧を賜り、誠にありがとうございました。

第32期：2018年11月８日～信託終了日

当該投資信託のベンチマークとの差異について

バランス・タイプ（ミリオン）
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バランス・タイプ（ミリオン）

2018年11月８日～2019年４月22日

１万口当たりの費用明細

（注） 期中の費用（消費税等のかかるものは消費税等を
含む）は、追加・解約により受益権口数に変動が
あるため、簡便法により算出した結果です。

（注） 各金額は項目ごとに円未満は四捨五入してありま
す。

（注） 売買委託手数料およびその他費用は、このファン
ドが組み入れている親投資信託が支払った金額の
うち、当ファンドに対応するものを含みます。

（注） 各比率は１万口当たりのそれぞれの費用金額（円
未満の端数を含む）を期中の平均基準価額で除し
て100を乗じたもので、項目ごとに小数第３位未
満は四捨五入してあります。

項目
当期

項目の概要
金額（円） 比率（％）

(ａ)信 託 報 酬 81 0.761 (ａ)信託報酬＝期中の平均基準価額×信託報酬率×（期中の日数÷年間日数）

( 投 信 会 社 ) (19) (0.182) ファンドの運用・調査、受託会社への運用指図、基準価額の算出、目論見書等の作成等の対価
( 販 売 会 社 ) (58) (0.540) 交付運用報告書等各種書類の送付、顧客口座の管理、購入後の情報提供等の対価
( 受 託 会 社 ) ( 4) (0.039) ファンドの財産の保管および管理、委託会社からの運用指図の実行等の対価

(ｂ)売買委託手数料 0  0.000  (ｂ)売買委託手数料＝期中の売買委託手数料÷期中の平均受益権口数
有価証券等の売買時に取引した証券会社等に支払われる手数料

(先物・オプション) ( 0) (0.000) 

(ｃ)そ の 他 費 用 0  0.002  (ｃ)その他費用＝期中のその他費用÷期中の平均受益権口数

( 監 査 費 用 ) ( 0) (0.002) ファンドの決算時等に監査法人から監査を受けるための費用
( そ の 他 ) ( 0) (0.000) 信託事務の処理等に要するその他諸費用

合　　計 81  0.763  

期中の平均基準価額は、10,641円です。

バランス・タイプ（ミリオン）
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バランス・タイプ（ミリオン）

○売買及び取引の状況 (2018年11月８日～2019年４月22日) 

 

 

 買 付 額 売 付 額 

国 
内 

 千円 千円 
国債証券 － 41,131 

 
（注） 金額は受渡代金。（経過利子分は含まれておりません。） 

 

 

銘 柄 
設 定 解 約 

口 数 金 額 口 数 金 額 
 千口 千円 千口 千円 
ミリオン・インデックス・マザーファンド － － 34,183 45,943 

 
 
 

○株式売買比率 (2018年11月８日～2019年４月22日) 

 

項 目 
当 期 

ミリオン・インデックス・マザーファンド 

(a) 期中の株式売買金額 117,004千円 
(b) 期中の平均組入株式時価総額 2,845,093千円 

(c) 売買高比率（a）／（b） 0.04   
 

（注） (b)は各月末現在の組入株式時価総額の平均。 

 

  

公社債 

親投資信託受益証券の設定、解約状況 
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バランス・タイプ（ミリオン）

○利害関係人との取引状況等 (2018年11月８日～2019年４月22日) 

 

＜バランス・タイプ（ミリオン）＞ 

区       分 
買付額等 

Ａ 

  
売付額等 

Ｃ 

  

うち利害関係人
との取引状況Ｂ 

Ｂ
Ａ

 

うち利害関係人
との取引状況Ｄ 

Ｄ
Ｃ

 

 百万円 百万円 ％ 百万円 百万円 ％ 
公社債 － － － 41 20 48.8 

 
（注） 公社債には現先などによるものを含みません。 

 

＜ミリオン・インデックス・マザーファンド＞ 

区       分 
買付額等 

Ａ 

  
売付額等 

Ｃ 

  

うち利害関係人
との取引状況Ｂ 

Ｂ
Ａ

 

うち利害関係人
との取引状況Ｄ 

Ｄ
Ｃ

 

 百万円 百万円 ％ 百万円 百万円 ％ 
株式 35 8 22.9 81 8 9.9 

株式先物取引 254 254 100.0 299 299 100.0 

平均保有割合 1.4%       
 
※平均保有割合とは、親投資信託の残存口数の合計に対する当該ベビーファンドの親投資信託所有口数の割合。 

 

 

＜ミリオン・インデックス・マザーファンド＞ 

種       類 買 付 額 売 付 額 当 期 末 保 有 額 

 百万円 百万円 百万円 
株式 － 0.5642 2 

 
 
 

 

項 目 当 期 
売買委託手数料総額（A） 0.177千円 
うち利害関係人への支払額（B） 0.177千円 

（B）／（A） 100.0％   
 

（注） 売買委託手数料総額は、このファンドが組み入れている親投資信託が支払った金額のうち、当ファンドに対応するものです。 
 

利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第1項に規定される利害関係人であり、当ファンドに係る利害関係人とは三菱
ＵＦＪモルガン・スタンレー証券、三菱ＵＦＪフィナンシャル・グループ、モルガン・スタンレーＭＵＦＧ証券です。 

 

  

利害関係人との取引状況 

利害関係人の発行する有価証券等 
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バランス・タイプ（ミリオン）

○組入資産の明細 (2019年４月22日現在) 

 

 信託終了日現在、有価証券等の組入れはございません。 

 

 

銘 柄 
期首(前期末) 

口 数 

 千口 

ミリオン・インデックス・マザーファンド 34,183 
 
 
 

○投資信託財産の構成 (2019年４月22日現在) 

項 目 
償 還 時 

評 価 額 比 率 

 千円 ％ 

コール・ローン等、その他 80,198 100.0 

投資信託財産総額 80,198 100.0 
 
 
 
○資産、負債、元本及び償還価額の状況 （2019年４月22日現在) 

項 目 償 還 時 

  円 

(A) 資産 80,198,073   

 コール・ローン等 80,198,073   

(B) 負債 631,702   

 未払信託報酬 629,943   

 未払利息 183   

 その他未払費用 1,576   

(C) 純資産総額(Ａ－Ｂ) 79,566,371   

 元本 73,211,710   

 償還差益金 6,354,661   

(D) 受益権総口数 73,211,710口 

 １万口当たり償還価額(Ｃ／Ｄ) 10,867円98銭 
 
＜注記事項＞ 

期首元本額 80,212,575円 

期中追加設定元本額 67,722円 

期中一部解約元本額 7,068,587円 

また、１口当たり純資産額は、期末1.086798円です。 

○損益の状況 (2018年11月８日～2019年４月22日) 

項 目 当 期 

  円 

(A) 配当等収益 118,281   

 受取利息 119,406   

 支払利息 △     1,125   

(B) 有価証券売買損益 592,975   

 売買益 890,908   

 売買損 △   297,933   

(C) 信託報酬等 △   631,519   

(D) 当期損益金(Ａ＋Ｂ＋Ｃ) 79,737   

(E) 前期繰越損益金 11,831,583   

(F) 追加信託差損益金 △ 5,556,659   

 (配当等相当額) (  15,257,087)  

 (売買損益相当額) (△20,813,746)  

 償還差益金(Ｄ＋Ｅ＋Ｆ) 6,354,661   
 

（注） (B)有価証券売買損益は期末の評価換えによるものを含みます。

（注） (C)信託報酬等には信託報酬に対する消費税等相当額を含めて

表示しています。 

（注） (F)追加信託差損益金とあるのは、信託の追加設定の際、追加設

定をした価額から元本を差し引いた差額分をいいます。 
 

 

親投資信託残高 
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バランス・タイプ（ミリオン）

○投資信託財産運用総括表 
 

信 託 期 間 
投資信託契約締結日 1987年11月27日 投資信託契約終了時の状況 

投資信託契約終了日 2019年４月22日 資 産 総 額 80,198,073円 

区   分 投資信託契約締結当初 投資信託契約終了時 差引増減または追加信託 
負 債 総 額 631,702円 

純 資 産 総 額 79,566,371円 

受益権口数 128,200,000口 73,211,710口 △54,988,290口 受 益 権 口 数 73,211,710口 

元 本 額 128,200,000円 73,211,710円 △54,988,290円 １万口当たり償還金 10,867円98銭 

毎計算期末の状況 

計 算 期 元 本 額 純資産総額 基準価額 
１万口当たり分配金 

金   額 分 配 率 

第22期 225,332,536円 159,468,823円 7,077円 5円 0.05％ 

第23期 207,843,524   147,947,467   7,118   5   0.05   

第24期 190,751,362   129,390,127   6,783   5   0.05   

第25期 156,173,934   107,620,076   6,891   5   0.05   

第26期 139,043,577   121,504,194   8,739   5   0.05   

第27期 123,086,588   117,169,191   9,519   5   0.05   

第28期 116,729,098   119,982,838   10,279   5   0.05   

第29期 113,035,924   108,400,633   9,590   5   0.05   

第30期 100,636,904   111,212,960   11,051   5   0.05   

第31期 80,212,575   87,088,626   10,857   5   0.05   
 
 
 

○償還金のお知らせ  

１万口当たり償還金（税込み） 10,867円98銭 
 
◆償還金は償還日から起算して５営業日までにお支払いを開始しております。 

◆課税上の取り扱い 

・個人受益者の場合、償還価額から取得費（申込手数料（税込）を含みます。）を控除した利益（譲渡益）が譲渡所得等として課税され、原

則として、20.315％（所得税15％、復興特別所得税0.315％、地方税５％）の税率による申告分離課税が適用されます。 

・特定口座（源泉徴収選択口座）を利用する場合、20.315％（所得税15％、復興特別所得税0.315％、地方税５％）の税率で源泉徴収され、

原則として、申告は不要です。 

 

※法人受益者に対する課税は異なります。 

※課税上の取扱いの詳細については、税務専門家等にご確認されることをお勧めします。 

※税法が改正された場合等には、上記内容が変更になることがあります。 

 
［ お 知 ら せ ］ 

①純資産残高が著しく減少し、投資信託約款に定める商品性の維持が困難となりつつあることから、運用の継続性の観点から投資信託契約

を解約することが受益者にとって有利であると認められるため、投資信託約款の規定に基づき、信託を終了します。 

（2019年４月22日） 

②2014年１月１日から、2037年12月31日までの間、普通分配金並びに解約時又は償還時の差益に対し、所得税15％に2.1％の率を乗じた復興

特別所得税が付加され、20.315％（所得税15％、復興特別所得税0.315％、地方税５％（法人受益者は15.315％の源泉徴収が行われます。））

の税率が適用されます。 
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